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①【ねらい】くらしの中に情報通信技術が広がっていることがわかる。 

 と のグラフの題，出典，縦軸，横軸を確認しましょう。 
※電子マネー，インターネットショッピングの例も確認したい。 

② 

 変化している（急に増えている）理由は何でしょうか。 
※電子マネーやインターネットショッピングの便利な点を家族や自分の

経験から考えさせる。 

④ 

 これからどのように変化していくと予想されるでしょうか。 
※電子マネーやインターネットショッピングのグラフの変化だけではな

く，情報通信技術の変化も考えさせたい。 

⑤ 

 ほかにも情報通信技術を使っていると思う場面を話し合いましょう。 
※教科書の話し合いの例も参考にする。 

 これから学習する問題をつくりましょう。 

⑥ 

 それぞれのグラフにはどのような変化があるでしょうか。気づいたこと

や思ったことを書きましょう。 
※どちらも増えていることは簡単にわかるので，その増え方や理由を加

えた発表をさせたい。 

③ 
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 近年の情報通信技術の発達は，産業のみならず人々の生活も変えてい

る。このグラフにも示されているように，電子マネーによる支払いやイ

ンターネットショッピングの売り上げはこの10年間で急激に伸びている。

その理由は「一瞬にして支払いができる」「家にいながら買い物ができ，

支払いもできる」といった利便性にある。それを支えているのが情報通

信技術の発達である。急速に私たちの生活に影響を及ぼしているこれら

の情報通信技術は今後も発達し続けることが予想される。 
 このグラフからは，それぞれ一貫して伸び続けていること，その伸び

も急激であることを読み取ることができる。特に電子マネーでの支払い

は 10年間で６倍近くになっている。その伸びの理由として，先に示した

ような様々な利便性や情報通信技術の発達があることを，子どもたちの

日常生活の経験を含めて考えさせたい。 
 
 
 

 
 
（ 1）  グラフの読解の基本である題や出典等を最初に確認する。その際，

電子マネーやインターネットショッピングの例についても確認す

る。 
（ 2）  次に，グラフの読み取りをさせる。読み取りやすいグラフである

が，急激な伸びや一貫して伸び続けていることに着目させ，子ど

もたちなりに表現させたい。また，思ったことも発表させ，その

伸びの理由を考える活動につなげたい。 
（ 3）  伸びの理由として利便性や情報通信技術の発達をおさえる。利便

性の反面，留意すべき点も子どもたちから出てくることも予想さ

れる。のちほど学習する内容なので，本時では深入りはしない。 
（ 4）  今後のグラフの予想をさせ，今後の社会にも情報通信技術は不可

欠であることをおさえる。 
（ 5）  教科書 P187 の「やってみよう」にあるように，知っている情報通

信技術の例を話し合う。そのうえで今後学習する問題について考

えていく。 
 
 


